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山本 博徳：（座長） 新しい腸管洗浄剤を考える会, 宇都宮市, 2013年3月25日 

山本 博徳：（座長：特別講演）IBD治療の最前線. 第8回下野IBD研究会, 下野

市, 2013年7月17日 

山本 博徳：（司会）びらん・潰瘍を呈する小腸病変. 第14回臨床消化器病研究

会, 東京, 2013年7月20日 

山本 博徳：（司会：ランチョンセミナー） Seminar, 佐賀市、佐賀, 2013年7

月26日 

山本 博徳：（座長）潰瘍性大腸炎に対する内科治療の工夫 ～ペンタサ坐剤か

らCAP、生物学的製剤まで～. 栃木県ペンタサ坐剤発売記念講演会, 宇都宮市, 

2013年7月31日 

山本 博徳：（座長） アミティーザ学術講演会, 宇都宮市, 2013年8月29日 

山本 博徳：（座長）Ⅱ.レクチャー. 第14回自治医科大学消化器内科学教室同門

会, 宇都宮市, 2013年9月8日 

山本 博徳：（座長：特別講演）早期消化管癌におけるESDの実際と将来展望. 第

4回栃木ESDフォーラム, 宇都宮市, 2013年9月18日 



山本 博徳：（座長） 平成25年度日本内科学会生涯教育講演会, 名古屋市、愛知, 

2013年9月29日 

山本 博徳：（座長）大腸ESDにおける困難症例の克服と困難時の工夫. 

Conference, 東京, 2013年10月2日 

山本 博徳：（座長：特別講演）潰瘍性大腸炎におけるInfliximabの現状と展望 

-適応症例と内視鏡所見-. generation-, 宇都宮市, 2013年11月8日 

山本 博徳：（司会：ワークショップ）大腸癌のスクリーニングの新たなモデリ

ティEndoscopy/CT/MRI/PET. 第68回日本大腸肛門病学会学術集会, 東京, 

2013年11月16日 

山本 博徳：（座長）自治医科大学IBD治療戦略. IBD病診連携Meeting, 宇都宮

市, 2013年11月29日 

山本 博徳：（司会）症例から学ぶIBD「症例から学んだIBDの診断・治療. Tokyo, 

東京, 2013年11月30日 

 

矢野智則：（座長）第 85 回日本消化器内視鏡学会総会、京都、2013 年 5 月 12

日 

矢野智則、細江直樹：（司会）第97回日本消化器内視鏡学会関東地方会、 東京、  

2013 年 12 月 15 日 

 

Sugano K:(Chair: TAG Internal Medicine) The Fifth Face-to-Face Meeting of 

the Internal Medicine TAG, WHO for ICD Revision, Tokyo, Japan, February 

6-7, 2013 

 

Sugano K:(Chair) 3rd Biennial Congress ANMA, Penang, Malaysia, March 1, 

2013 

 

Sugano K:(Chair: Concurrent Symposia; Free paper session) GASTRO APDW / 

WCOG 2013, Shanghai, China, September 22, 2013 



 

Sugano K:(Chair: Special Lecture) The 15th Taishotoyama International 

Symposium on Gastroenterology, Tokyo, Japan, September 27, 2013 

 

Yamamoto H:(Chair: Concurrent Symposia) GASTRO APDW / WCOG 2013, 

Shanghai, China, September 24, 2013 

 

 

 

 


